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発 達 教 育 学 部 紀 要
オノマトペを表現することが必要であろう。

































































































































































































































































































































発 達 教 育 学 部 紀 要
【図 １ 】オノマトペが記入されたワークシート



























































































































































































執筆の分担は，［ ２． １］［ ４． ３］［ ５． ３］
ワークシートの集計（佐野），［ ２． ２］［ ５．
１］（坂井），［ ４．１］，［ ４．２］（難波），［ ３］
─ 124 ─
領域「表現」と小学校音楽科をつなぐ音遊びの可能性
（深澤），［ ４． ５］（山崎）で，楽譜を南が作成
し，それ以外の部分と全体構成を岡林が担当し
た。
注
１ ）文部科学省「教育課程企画特別部会における
論点整理について（報告）」平成27年 ８ 月26
日
２ ）文部科学省「次期学習指導要領等に向けたこ
れまでの審議のまとめ（報告）」平成28年 ８
月26日 / 中央教育審議会答申　平成28年12月
21日
３ ）①岡林典子・砂﨑美由紀・山崎菜央・深澤素
子・難波正明「幼小をつなぐ音楽活動の可能
性─京都幼稚園と京都女子大学附属小学校 １
年生の実践をふまえて─」『京都女子大学発
達教育学部紀要』第10号，2014，pp.77－86，
②難波正明・岡林典子・深澤素子・砂﨑美由
紀・山崎菜央・高橋香佳・大瀧周子「幼小を
つなぐ音楽活動の可能性（ ２）─わらべうた
《らかんさん》の実践から」『京都女子大学発
達教育学部紀要』第11号，2015，pp.11－20，
③岡林典子・難波正明・深澤素子・砂﨑美由
紀・山崎菜央・高橋香佳・大瀧周子「幼小を
つなぐ音楽活動の可能性（ ３）─幼稚園・小学
校での実践を教員養成に活かすために─」
『京都女子大学発達教育学部紀要』第12号，
2016，pp.89－98，④岡林典子・難波正明・
山崎菜央・深澤素子・松田幸恵・藤井香菜
子・高橋香佳・大瀧周子「幼小をつなぐ音楽
活動の可能性（ ４）─絵本を用いた「表現遊
び」から「音楽づくり」へ─」『京都女子大
学発達教育学部紀要』第13号，2017，pp.73
－83，⑤岡林典子・難波正明・佐野仁美・坂
井康子・南夏世，「幼小の子どもの育ちをつ
なぐ音楽活動の試み─遊び歌《しゅりけんに
んじゃ》の実践をもとに─」，『関西楽理研
究』XXXⅡ，2015，pp.41－52
４ ）岡林典子　平成25－28年度　学術研究助成基
金助成金　基盤研究（C）研究報告書　課題
番号25381279「幼小連携をふまえた音楽教育
プログラムの開発」2017
５ ）①藤掛絢子・北野幸子「幼稚園での音遊び実
践における科学的学び」日本科学教育学会研
究会研究報告　vol.29　No3　2014，pp.55
－60，②圓城寺佐知子・高橋望・竹林地毅・
権藤敦子・寺内大輔「多様性と協働を保障す
る授業の開発─インクルーシブな視点による
音楽活動を中心に─」広島大学学部・附属学
校共同研究機構研究紀要第45号，2017，pp.
135－145，③田室雛衣・河添達也「小学校音
楽科における音楽づくりと観賞の一体化をめ
ざした授業開発研究」教育臨床総合研究13，
2014，pp.77－86，④横山朋子「事例 １
《ペットボトル・マラカス》小学校 １年生」
小島律子・関西音楽教育実践学研究会『楽器
づくりによる想像力の教育─理論と実践─』
黎明書房，2013，pp.41－47
６ ）篠原和子・川原繁人「音象徴の言語普遍性─
『大きさ』のイメージをもとに」（篠原和子・
宇野良子編『オノマトペ研究の射程─近づく
音と意味─』ひつじ書房，2013，p.43
７ ）浜野祥子『日本語のオノマトペ─音象徴と構
造─』くろしお出版，2014，p. １
８ ）同書　同頁
９）同書 p. ５
10）森保尚美「初等音楽教科書におけるオノマト
ペ─教育目的から見た出現数の学年差─」
『音楽文化教育学研究紀要』XXVI，2014　
pp.97－104
11） ５ ）の①
12）浜野祥子　前掲書 ７）pp.20－69
13）同書 p.40
　※本研究は JSPS 科研費（課題番号17K04889代
表者：岡林典子「協同性の育ちに着目した幼
小接続における音楽教育のプログラム開発 /
課題番号16K04719 代表者：佐野仁美「教員養
成課程における音楽的創造力を高める教授法
の開発」/課題番号17K04655 代表者坂井康子
「『声・ことば・うた』の音響的・韻律的分析
に基づく保育・教育の表現活動の研究」」の助
成を受けている。
